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ハイドロフィット工法

●ハイドロフィット工法は、コンクリート亀裂からの漏水補修を専ら止水してま
　いりましたが、紛体スラグペーストでは流水中、固化する前に大部分が流出し
　てしまうことで、液化固化方式を考えました。
　２液が同時に注入管内部でスパイラル状に混ざり、管出口よりコンパウンド状
　に湿潤面を飽和させます。
●主剤であるＳＫＹ－ＳＰの水分比を極力抑え、固化粘成分を高めました。
　製品錯誤がないようＳＫＹ－ＳＰ maxとしました。強アルカリ性ですが、反応
　剤の２液目はＳＫＹ－Ｇ maxとし粘性のある酸性です。
　培養液はＩＰＡにし、注入管内部で急激に酸化されまた、ＩＰＡの溶解性により
　ゲル状に拡散いたします。(ミキシングテスト参照)
●この２液の反応でコンパウンド状にゲル化、徐々にガラス結晶化し水ガラスと
　は異なり再度溶出することはありません。
　固化とともに発生した水分には不純物もなく排水可能です。
●この他の応用として、汚染された土壌や地盤強化に、ＳＫＹ－ＳＰ maxを散水機等
　で散布し、土壌に充分浸透させます。
　続けてＳＫＹ－Ｇ maxを追いかけ散布します。この結果、表面から浸透した部
　分をガラス状にラッピングし固化することで、臭気や有害物質の飛散または流
　出を防ぎます。これはガラス容器状の保存、保管性があるからです。
●たとえば有害性物質や腐食性物質、放射性物質 等もガラス容器状に保存となる
　ので最良の方式です。
●この２液反応は熱を発生いたしません。
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